
男女共同参画に関するワークショップ開催事業 【徳島市】

徳島市では、管理的職業従事者に占める女性の割合が高くなっ
ている一方、性別による無意識の思い込みや固定的な性別役割
分担意識は根強く残っており、家庭生活における家事・育児に対
する女性の負担が大きくなっている。
固定的な性別役割分担意識を解消し、性別に関わりなく、誰もが

自分らしく活躍でき、多様な生き方が尊重されるよう取組を進める
必要がある。

地域の実情と課題

徳島市男女共同参画推進ネットワーク会議
（構成団体）
徳島大学、四国大学、徳島文理大学、徳島商工会議所、徳島県中小企
業団体中央会、一般社団法人 徳島経済同友会、徳島県中小企業家同
友会、株式会社 阿波銀行、株式会社 徳島大正銀行、徳島市コミュニ
ティ連絡協議会、社会福祉法人 徳島市社会福祉協議会、ＮＰＯ法人
子育て支援ネットワークとくしま、徳島市婦人連絡協議会、阿波女あきん
ど塾、徳島市まちづくり協働プラザ、徳島県、徳島市

連携団体

多様な属性の方に参加いただけたが、性別や年齢に一定程度
の偏りが出てしまう。より多くの方に参加してもらい、意識改革につ
ながるよう、開催日時や周知方法などを工夫する必要がある。

今後の課題

多様な意見、考え方に触れることで、無意識の思い込みに気づ
き、男女共同参画やダイバーシティへの理解促進、機運醸成につ
ながった。特に、国際交流員の意見や他国の現状に触れることで、
参加者の意識改革がさらに進んだ。
ワークショップの参加者アンケートでは、男女共同参画について

理解が深まったと回答した人は96.9%となっている。

事業の効果

様々な意見、考え方に触れることで、無意識の思い込みに気づ
き、多様な生き方が尊重される社会について考えてもらう。
目標：ワークショップ参加者数 40人
実績：ワークショップ参加者数 34人
目標には達しなかったが、様々な職種、性別、年齢の方に参加し

てもらい、多様な意見が活発に交わされた。

目的・目標

様々な意見、考え方に触れ、無意識の思い込みに気づいてもら
えるよう、より多くの参加者同士が話し合えるワールドカフェ方式を
導入。
また、日本のジェンダーギャップ指数は、146カ国中125位と低く、

主要７カ国の中では最下位となっていることから、関係機関と連携
し、国際交流員にも参加してもらい、国際社会の現状や考え方に
触れてもらう機会を取り入れた。

事業の特徴

個別事業費 ２５６ 千円

交付金額 １２８ 千円

事業番号 １



「性別役割分担意識」や「無意識の思い込み」に気づき、その解消に向けて実践できるよう、
ワールドカフェ方式によるワークショップを開催。

事業の概要

コーディネーターによる
講演

参加者同士の
話し合い

話し合った内容を
発表し、意見を共有

テーブルごとに意見を
書き合う「えんたくん」

＜実施内容＞
１．コーディネーターによる講演

「ダイバーシティって、私に関係あるの？」

２．ワールドカフェ方式によるワークショップ
①固定的な性別役割分担意識や性別による無意識の思い込み、ジェンダー

 ギャップについて、グループメンバーを入れ替えながら意見を出し合う

②それらを解消するために、どのような取組をすればよいのか、グループ内で
解決策を話し合う

③参加者全員で意見共有

＜参加者＞ 
34人

＜アンケート結果＞
男女共同参画について、理解が深まったとの回答 96.9 %
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